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（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 

   

衆
議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
特
殊
教
育
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
五
七
第
一
号 

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
石 
井 

光 

次 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
特
殊
教
育
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

心
身
障
害
児
に
対
し
て
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
を
施
す
こ
と
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
理
念
実

現
の
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
戦
後
整
備
さ
れ
た
特
殊
教
育
制
度
の
も
と
に
、
盲
学
校
、
聾
学
校
は
じ
め
、
新
た
に
発
足
し
た

養
護
学
校
お
よ
び
特
殊
学
級
の
設
置
を
進
め
、
施
設
設
備
の
整
備
、
教
育
内
容
の
改
善
、
教
員
の
養
成
と
確
保
、

就
学
奨
励
費
の
拡
充
な
ど
を
中
心
に
施
策
を
講
じ
て
い
る
。 

し
か
し
、
心
身
障
害
児
の
特
性
に
応
ず
る
よ
う
、
な
お
い
つ
そ
う
改
善
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
本
年
度

か
ら
特
殊
教
育
振
興
の
基
礎
と
な
る
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二

(イ ) 

特
殊
教
育
の
対
象
児
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の
種
類
と
程
度
に
か
な
り
の
変
化
を
生
じ
つ
つ
あ
り
、
そ

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
本
年
度
新
た
な
見
地
か
ら
、
心
身
障
害
児
の
全
国
的
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。 



(ニ ) 

教
育
と
治
療
等
を
あ
わ
せ
て
行
な
う
必
要
の
あ
る
心
身
障
害
児
に
つ
い
て
は
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
精

神
薄
弱
児
施
設
等
に
、
養
護
学
校
や
特
殊
学
級
を
併
設
す
る
な
ど
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
公
費
負
担
に
よ

り
措
置
し
て
い
る
。 

(ハ ) 

教
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
の
全
教
員
養
成
学
部
に
、
養
護
学
校
教
員
養
成
課
程
を
設
置
す
る

計
画
の
も
と
に
、
そ
の
増
設
を
図
つ
て
い
る
。 

(ロ ) 
特
殊
教
育
の
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
な
お
研
究
開
拓
を
要
す
る
面
が
多
く
、
関
連
諸
科
学
に

よ
る
共
同
研
究
を
必
要
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
研
究
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

な
お
、
特
殊
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
奨
励
し
、
父
兄
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
就
学
奨
励
費
を

支
給
し
、
毎
年
そ
の
拡
充
を
行
な
つ
て
お
り
、
ま
た
、
心
身
障
害
児
の
社
会
的
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
高
等 

ま
た
、
教
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
俸
給
の
調
整
額
を
支
給
し
て
い
る
が
、
本
年
度
と
く
に
、
特

殊
学
級
担
当
教
員
の
俸
給
の
調
整
額
を
、
二
倍
に
引
き
上
げ
た
。 

四 

 



四 

重
症
心
身
障
害
児
、
精
神
薄
弱
児
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
児
等
の
、
特
殊
な
疾
病
に
罹
患
し
て
い

る
児
童
等
に
対
す
る
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
の
体
系
に
お
い
て
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
心
身
障
害
者
福
祉
基
本
法
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
関
連
施
策
の
総
合
化
の
観
点
か
ら
、
今 

三 

特
殊
教
育
へ
の
就
学
者
数
は
、
年
々
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
と
く
に
、
養
護
学
校
お
よ
び
特
殊
学
級
の
在

学
者
数
は
、
こ
の
五
年
間
に
五
万
九
千
人
か
ら
十
二
万
六
千
人
と
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。 

部
に
お
け
る
職
業
教
育
の
施
設
設
備
の
充
実
に
必
要
な
助
成
を
行
な
い
、
高
等
部
の
教
員
定
数
の
改
善
を
図
つ

て
い
る
。 

ま
た
、
弱
視
児
、
難
聴
児
、
言
語
障
害
児
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
実
験
学
校
を
設
け
、
教
育
内
容
、
方
法
に

つ
い
て
研
究
す
る
と
と
も
に
、
特
殊
学
級
等
の
設
置
促
進
を
図
つ
て
い
る
。 

な
お
、
特
殊
教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て
、
教
職
員
給
与
費
、
教
材
費
を
含

め
て
、
百
二
十
三
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
前
年
度
に
比
し
、
二
十
八
億
円
増
と
な
つ
て
い
る
。 

五 

 



 

六 

後
、
十
分
検
討
し
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




